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わが子のような子馬（昭和10年代）鈴木廣美さん（上君田）提供

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

最
盛
期

江
戸
時
代
の
一
六
七
八
年
、
水
戸
藩

み
つ
ぐ
に

徳
川
光
圀
公
（
水
戸
黄
門
様
）
が
開
設

し
た
大
能
牧
場
が
、
高
萩
の
畜
産
の
は

じ
ま
り
で
す
。
牧
場
経
営
は
大
能
村
を

中
心
に
し
て
、
馬
を
捕
ら
え
る
た
め
の

施
設
を
つ
く
り
、
飼
料
と
な
る
樹
木
や

萩
、
小
笹
な
ど
を
移
植
し
て
周
到
に
計

画
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

牧
場
周
囲
の
土
手
や
柵
の
手
入
れ
と
管

理
、
放
牧
馬
の
監
視
な
ど
牧
場
の
経
営

に
は
近
隣
の
村
か
ら
多
く
の
農
民
が
駆

り
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
特
に
馬
の
捕

獲
に
多
く
の
人
手
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
藩
の
牧
場
政
策
が
変
わ

り
、
逃
げ
出
し
た
馬
が
農
作
物
に
被
害

を
与
え
た
り
、
周
辺
農
民
の
負
担
も
深

刻
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
一
七
八

八
年
に
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

一
八
三
○
年
こ
ろ
、
日
本
三
庭
園
の

な
り
あ
き

偕
楽
園
を
開
い
た
徳
川
斉
昭
公
に
よ
っ

て
、
大
能
牧
場
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

疫
病
の
発
生
な
ど
に
よ
り
一
八
六
九
年

（
明
治
二
年
）
に
は
再
び
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
も
大
能
牧

場
か
ら
は
軍
用
・
農
耕
用
に
多
く
の
馬

が
産
出
さ
れ
領
内
に
供
給
さ
れ
、
水
戸

藩
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
は
下
手
綱
と
上
君
田
で

馬
市
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
二

黄
門
様
が

大
能
牧
場
を
開
設

九
年
の
茨
城
県
令
に
よ
っ
て
、
後
に
多

賀
畜
産
農
業
協
同
組
合
と
な
る
「
高
岡

地
方
産
馬
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
同
三

六
年
に
は
現
在
の
本
町
地
区
と
上
君
田

地
区
の
二
か
所
に
定
期
馬
市
が
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
五
年
後
の

昭
和
十
三
年
に
は
、
上
君
田
の
市
場
が

廃
止
さ
れ
、
以
後
本
町
地
区
の
高
萩
馬

市
場
が
関
東
地
方
で
も
名
高
い
馬
の
産

地
と
し
て
発
展
を
続
け
ま
す
。
馬
市
は

こ
の
時
期
に
最
盛
期
を
迎
え
、
馬
の
生

産
は
林
業
や
石
炭
産
業
と
並
び
、
高
萩

の
主
要
産
業
と
し
て
成
長
し
ま
す
。

し
か
し
、
過
酷
な
戦
争
の
終
了
後
、

畜
産
業
は
大
き
な
変
換
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農
業
・
運
送

業
と
も
機
械
化
が
進
み
馬
の
需
要
が
激

103年目に3つの記念事業
ー

多賀畜産記念会の前身の組合は、明治33年(1900年)に

知聿認可を受けて設立し、大正5年には組合員935人で

構成され、多賀郡産馬畜産組合と改称しました。馬市開

催のほか馬の改良や繁殖率の向上を目指す聿業を展開し

て、僖良馬橦の喜入なども進めましたが、昭和62年以降

市内で畜産市が行われることもなくなり、今回下記の3

つの記念聿業を行いました。 「一つの区切りとなる3つ

の事業です。この会自体は、メンバを終身会員として

続けていきます」と会長の鈴木藤太さん（下君田)。
減
し
た
の
で
す
。
代
わ
っ
て
需
要
が
増

大
し
て
い
る
肉
用
和
牛
の
導
入
が
検
討

さ
れ
ま
す
。
導
入
反
対
論
も
出
る
中
で
、

馬
か
ら
牛
へ
の
転
換
を
提
唱
し
た
倣
鈴

木
一
司
さ
ん
（
当
時
の
多
賀
畜
産
農
業

協
同
組
合
長
）
が
、
組
合
員
を
説
得
。

前
年
に
県
内
で
初
め
て
和
牛
を
導
入
し

た
大
子
町
に
続
き
、
昭
和
三
五
年
に
岡

山
県
と
広
島
県
か
ら
二
五
○
頭
の
黒
毛

和
牛
が
高
萩
市
に
導
入
さ
れ
、
現
在
の

茨
城
県
銘
柄
「
常
陸
牛
」
が
確
立
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
後
、
石

炭
産
業
と
時
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
需

要
が
落
ち
込
ん
だ
馬
市
は
、
昭
和
四
二

年
、
牛
市
と
の
共
催
で
子
馬
二
一
頭
が

競
り
に
出
さ
れ
た
の
を
最
後
に
、
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

…蛾

①馬頭観音修復

（表紙の記事）

②多賀畜産記念碑

整備（本町の日馬

市場付近）

⑧「高萩小唄」歌

碑建立（駅前：市

観光協会、高萩市

と共催聿業）6月

16日除幕式予定。
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私
が
子
供
の
こ
ろ
は
、
馬
を
ト
ラ
ク

タ
ー
代
わ
り
に
し
て
田
や
畑
を
耕
す
馬

小
作
と
呼
ば
れ
る
人
が
、
農
家
か
ら
仕

事
を
請
け
負
っ
て
収
入
を
得
て
い
ま
し

た
。
家
で
も
多
い
時
に
は
八
頭
飼
っ
て

い
ま
し
た
が
、
飼
い
方
は
放
牧
場
へ
の

放
し
飼
い
で
す
。
仕
事
を
さ
せ
る
と
き

や
子
供
を
生
む
時
に
家
に
連
れ
て
来
て

い
ま
し
た
。
馬
は
利
口
な
動
物
で
、
自

分
の
飼
い
主
が
放
牧
場
に
来
る
と
、
鼻

を
「
ぶ
ぶ
つ
」
と
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
て

く
れ
た
も
の
で
す
。

馬
市
は
、
前
年
の
秋
に
生
ま
れ
た
子

馬
を
翌
年
の
春
に
市
に
出
す
も
の
で
、

取
引
は
ほ
と
ん
ど
が
子
馬
で
し
た
。
昔
、

こ
の
家
の
す
ぐ
近
く
で
馬
市
が
開
か
れ
、

そ
の
た
め
の
宿
が
こ
の
地
区
に
何
軒
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
福
島
県
白
河
の
馬

市
へ
も
、
こ
こ
か
ら
二
。
三
日
か
け
て

連
れ
て
行
っ
た
と
聞
い
て
ま
す
。

昭
和
一
＊
三
年
に
こ
の
上
君
田
市
場
が

な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
父
が
二
○
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て
高
萩
市
場
に
向
か

い
ま
し
た
。
午
前
○
時
に
は
出
発
し
、

馬
具
を
つ
け
た
子
馬
の

訓
練
が

？
風
物
詩

# i "
；

灘
藤

鈴木廣美さん
（上君田）

関
口
辺
り
に
な
る
と
昇
る
朝
日
が
見
え

て
き
た
と
い
い
ま
す
。
馬
市
の
日
が
近

づ
く
こ
ろ
は
、
歩
く
訓
練
の
た
め
に
子

馬
を
引
く
人
の
姿
が
地
域
内
の
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
，
風
物
詩
だ
っ
た
も
の
で

す
。
馬
市
で
は
、
多
い
と
き
は
一
日
に

三
○
頭
か
ら
四
○
頭
が
競
り
に
か
け
ら

れ
て
合
計
で
は
三
○
○
頭
以
上
取
引

さ
れ
、
一
週
間
続
き
ま
し
た
。
八
の
つ

く
日
に
始
ま
り
現
金
取
引
と
決
め
ら
れ

て
い
た
馬
市
は
、
当
時
の
高
萩
町
の
商

店
会
に
大
き
な
経
済
的
恩
恵
を
与
え
て

い
ま
し
た
。
商
店
会
が
名
付
け
た
「
八

日
会
‐
一
と
い
う
売
り
出
し
セ
ー
ル
は
、

馬
市
の
開
催
日
が
そ
の
由
来
で
す
。

市内で見られる馬頭観音･馬力神
もともとは馬の神格化によってできた観音ですが、

江戸時代には家畜の守護神、旅の道中安全を守る菩

薩として、道端や田舎のはずれに石仏の馬頭観音像

が置かれるようになり民間信仰化しました。馬力神

のほうが作られた時代が新しく、両石仏とも市内各

地で見ることができます。なお、地図に示されてい

ないものも多数存在します。

ー

資料提供歴史民俗資料館窓23－7229
若 梁

(吉田神社）
上君旧

(久 川）

秋 I l I

中戸川
(桃 源）

馬頭観世音

馬頭観世音多体

馬頭観音2体
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(百寿苑）分布地図

ー
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蕊 霞:勲四等瑞宝章藍綬 褒章
４
小
級
談
揺
窯

寺岡七郎さん

（肥前町）

昭和46年に高萩市議会に

当選以来、連続して8期を

務め、 この間副議長の要職

も務められて地方自治の発

展と市政の向上に尽力され

霊

鈴木藤太さん

（下君田）

昭和45年初当選以来、 4

期16年にわたり高萩市長を

務められ、 この間福祉の向

上および生活の安定、市経

済の復興にその卓越した政

治手腕を発揮されました。治手腕を発揮されました。

春
の
叙
勲
ｑ

ました。各種事務組合議会議員も歴任し豊富な知識

と卓越した見識をもって活躍されています。市議会

文教厚生委員として、正・副委員長の職にもあたり、

一貫して教育や福祉の充実に身を捧げられました。

《喜びの声》受章は私を支援し協力してくれたみな

さんのおかげと感謝しています。生活に密接した部

門である教育や福祉に役立つことが、 自分自身の使

命であると信じて活動してきました。

また、各種管理者や組合

長として広域的な視点から関係市町とも調整を図り、

地方自治の進展と市政の向上発展に寄与されました。

《喜びの声》この受章は永年私を支えてくださった

市民のみなさんや市職員をはじめ、市政にご協力を

いただいた多くの方々の衆生の恩によるものです。

心からお礼を申し上げます。今後はこれに応えるべ

く栄誉に恥じぬよう精進するつもりです。

饗》

鍔

一

〈
淫
瑞

毒
輝
等

げ
精
鯨
〆

い
竺
五

辞
恥
勲

‘
１
１
］
、
，
ハ
ｕ
、
“
患
、

ｒ
ラ
小
１
両
、
部
、
“
露
釧
“

お
に
一
：

ら
拳
一
目
騨
蕊
褒
章等瑞宝章画戸

矢代利男さん

（安良川）

昭和40年に保護司となっ

て以来数多くの対象者を自

立更生に導くとともに、北

区保護司会理事や総務部長

を務め、平成8年から平成

仲内豐造さん

（大和町）

昭和30年教員として日立

二高に勤務されて以来、県

高体連專門部役員を務め昭

和50年には同部委員長に就

任。高体連の発展に大きく

寄与されました。また、県寄与されました。また、県

；

迂
唖
＃
に
紅
轍
撰

i 蕊撚杢 需鐘

譲織鳶
…虹

13年まで北区保護司会長と茨城県保護司会連合会理

事を務め、長く更生保護活動に尽力されています。

《喜びの声》犯罪をした者や非行を犯した少年たち

の更生に少しでも役に立てばと続けてきましたが、

この受章は仲間の保護司や高萩・十王オパール会員、

地域の方々のご協力ご支援の賜物と感謝しておりま

す。今後も対象者の改善更生と犯罪のない明るい社

会づくりに尽くして参りたいと考えております。

蕊‘勲六等瑞宝章

噺戦蹴華
バスケットボール協会の

常任理事、理事長を務められ、平成元年からは副会

長として活躍しています。スポーツの指導歴は今年

48年目を迎えており、多大な功績を残されています。

《喜びの声》立派な章をいただき驚きとともに大変

光栄に思います。活躍できる場を与えてくださった

皆様に心から感謝しています。子供達にはスポーツ

に積極的に取り組んでいただきたいと思っています。

お
鮮琿頚孝畷め

蕊職調弱で
たいと考えております。

高瑞宝章 と
ｰ

つ
湯田和子さん

一

（東本町） ｰ

'聯''畔に私市'騨僻ざ町立）櫛形幼稚園へ従事し、

蝋龍謡蹴監い

章茜麗驍餅勤ま

,嘉藤融欝岬す
が評価されての受章です。

◎

ー

識 勲六等瑞宝章

松本勝蔵さん

（横川）

昭和25年、高岡村消防団

に入団して以来、平成14年

に消防団を退団するまで52

年の永きにわたり消防職務

に精励されました。 この間

班長・分団長を歴任されるとともに、地域消防の中

心となって活躍され団員の模範として行動されまし

た。永年の顕著な功績が評価されての受章です。

《喜びの声》思い出すのは昭和45年の下君田大火災

のことです。二度と起こしてはいけないとの教司||か

ら、見直しがされ機械化．機動力化が進み、婦人消

防団が組織されました。今回のこの受章が後任者の

励みになればと思います。ありがとうございました。

てこられました。特に丁寧に幼児に接する仕事ぶり

が顕著で、子供たちのエピソードを記載した連絡帳

は、成長の記録として卒園者の宝になっています。

長年の幼児教育への貢献が評価されての受章です。

《喜びの声》私より功績のある人をさしおいての受

章に戸惑いと驚き、そして感激でいっぱいです。最

後まで理解をしてくれた親兄妹はじめ、よい環境と

人に恵まれたことに感謝しています。
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